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【対象】対象は 2006 年 4 月から 2009 年 3 月の 4 年間に経験した巨大中大脳動脈瘤
13 例である（破裂例 2 例、未破裂例 11 例）。4 例は血栓化動脈瘤（いずれも未破裂）、





MRI 上の穿通枝梗塞は 6 例で出現したが、症状を呈したのは 5 例であり、2 例のみ
で軽度の片麻痺を後遺した。13 例中 10 例において、術後も良好な機能予後が得られ
た（modified Rankin scale 0 もしくは 1）。 







た。13 例中 10 例において良好な機能予後が得られており、巨大中大脳動脈瘤の外科
治療において微小血管再建術は必須と考えられた。 
 
 
 
 
 
 
